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アトピー性皮膚炎，脂漏性皮膚炎患者を対象とした固形石鹸の使用試験
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Abstract
We investigated the safety and usefulness of transparent solid soaps in parallel with ongoing treatment in patients with 

mild to moderate atopic dermatitis and seborrheic dermatitis with symptoms on the face. The soap is designed to be low in 
stimulation to the skin. Although there were no severe adverse effects, a minor one was noted related to the soap. One of the 
subjects discontinued the test product due to worsening of itching and eczema. After using the soap for four weeks, a sig-
nificant improvement in the symptoms of drying and lichenification was observed. The visual analog scale score related to 
the skin condition also significantly improved, compared to that during the start of the study. In the questionnaire-based test 
response, approximately 90% of the subjects liked the feeling of using the soap. Overall, this study indicated that the investi-
gated solid soap was safe and did not hamper the ongoing treatment.
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1. 緒 言

皮膚を洗浄し清潔に保つことは，健全な皮膚の維持に
不可欠であり，皮膚疾患の治療を順調に進めるために
も必要である 1）。日常の皮膚洗浄に使用する医薬品はな
く，皮膚疾患患者も健常人同様，化粧品あるいは医薬部
外品の洗浄料を使用する。皮膚に炎症を有する患者では
洗浄料に配合されている成分が刺激となり，皮膚症状を
悪化させる場合もある。皮膚炎の遷延化と経皮感作の関
連が報告されているため 2），使用により皮膚刺激を受け
ない製品を選択することが重要である。また，刺激とな
る成分は使用者により異なるため，刺激性を低減した製
品設計がなされ，安全性を確認した洗浄料の選択肢が増
えることが望まれる。今回われわれは，刺激を生じる可
能性のある成分を無配合とし，低刺激性に配慮した固形
石鹸を開発し，安全性および有用性を確認するため，ア
トピー性皮膚炎 3），脂漏性皮膚炎 4）の症状を顔面に有す
る患者を対象に，4週間の使用試験を行った。

2. 方 法

2–1. 対象
2018年4月から2019年3月に日本医科大学附属病院
皮膚科および高野医科クリニック皮膚科・アレルギー科
を受診した20歳以上のアトピー性皮膚炎患者，脂漏性
皮膚炎患者で，顔面に皮膚炎症状を有する者を対象と
し，被験部位は顔面とした。以下の症例は除外した。
（1） 対象疾患以外の皮膚疾患で顔面を治療中の者
（2） 顔面に不適当な紅斑，びらん等の皮疹がある者
（3） 試験品の成分にアレルギーがある者
（4） 妊娠中あるいは妊娠の可能性がある女性
（5） その他，担当医師が被験者として不適当と判断した者
本試験は日本医科大学付属病院薬物治験審査委員会にお
いて承認を得て，ヘルシンキ宣言に則り，被験者の自由
意思による参加の同意を文書で取得して実施した。
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